
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月  

２ 火      冬休み（４日まで） 

３ 水  

４ 木  

５ 金 保育開始  ネイルチェックデー 

６ 土  

７ 日  

８ 月 成人の日 

９ 火 演劇観賞 

個人懇談会（９日～１９日 土、日除く） 

１０ 水  

１１ 木 サッカー教室（たいよう・ぎんが） 

１２ 金 誕生会 

１３ 土  

１４ 日  

１５ 月  

１６ 火  

１７ 水 避難訓練   

１８ 木 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

１９ 金  

２０ 土  

２１ 日  

２２ 月  

２３ 火  

２４ 水  

２５ 木  

２６ 金  

２７ 土  

２８ 日  

２９ 月  

３０ 火 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

３１ 水  

令和６年１月１日 

園長 宇野 智子 

新しい年を迎えて 

年頭のご挨拶の前に、まずは元旦に起こりました能登地震により被災されました多くの方々

に心より、お見舞い申し上げるとともに、一日も早い復旧・復興のため、私たちにできること

を、行動に移していきたいと思います。2024 年の幕開けは、地震に始まり、そこへ救援のため

に向かう海保の飛行機と旅客機の衝突事故と、衝撃的なものでした。今、目の前にいる子どもた

ちの笑顔が当たり前でないことを、改めて突き付けられたように思います。だからこそ、できる

限りの努力で、子どもたちが、笑顔でいられる日々を、と心を引き締めているところです。至ら

ないことも多いかと思いますが、本園へのご理解とご協力の下、子どもたちの成長を共に喜び、

悩み、進んでいきたいと思います。どうぞ今年もよろしくお願いいたします。 

さて、今年度もあと 3 か月を切りました。次年度に向けた準備が、学年ごとにスタートして

います。12 月中旬よりおよそ 1 か月かけて実施しています個人懇談は、園と家庭双方がお子さ

んの状況を共有しあえるという点で、とても有意義だと考えております。お話してくださって

初めて知ることも多く、お子さんをより深く理解する上で、大変重要な情報であることも少な

くありません。また、本園が乳幼児期のお子さんを、保育・教育する場であることから、お子さ

んの「発達」について触れることは、避けて通れません。言葉不足により、保護者の方を不安に

させてしまうようなことがあってはならないと、十分配慮しつつ、それぞれのお子さん、一人一

人の成長と課題についてお伝えすることも、私たちの大切な役目だと考えています。作品展を

鑑賞いただいた多くの方から、「年齢が上がるにつれ、発達していることがよくわかる」との感

想をいただきましたとおり、最初はなぐりがきだったものが、少しずつ円を描くようになり、形

になっていきます。年長ともなれば、体験したことを思い出しながら、描きたいものを表現でき

るようになります。これが「発達」です。ただ、たどる道筋は同じでも、速さには、大きな個人

差があるのも「発達」です。また、この「発達」は時に、凸凹を生じ、周りの大人をヤキモキさ

せます。遅ればせながらクリアすることがほとんどなのですが、中には、その凸凹部分が、本人

の「困り」となっていることもあります。「これがわからない（できない）から困っています」

もあれば、「敏感に感じすぎて集中できず困っています」もあるのです。でもそうは言ってくれ

ませんから、しんどい思いをしていることに気づかないことがあります。いえ、気づかないどこ

ろか「ちゃんとやりなさい」という言葉を何度も繰り返してしまうのです。成長過程にある子ど

もたちに、この関わりほど酷なものはありません。なぜなら、怠惰によるものでもなく、努力不

足によってできないわけでもないのに、否定的にとらえられてしまうからです。これで自尊感

情は育ちますか？自分はダメな子だと思い込んでしまわないでしょうか？そうならないように

するために、一人一人にしっかり寄り添うことが求められます。もし、「困り」があるようなら、

まずそのことを受け止め、理解してあげること。そして、次に、少しでもその「困り」が緩和さ

れるよう方策をみんなで講じること。これが大切なのだと思います。日々の様子を身近で見守

っている保育者にお尋ねいただくのはもちろん、発達についての専門機関に相談することも一

つです。いずれにせよ、子育ては、社会全体で担うものです。お母さんやお父さんだけでなく、

私たち保育者も一緒に関わらせていただくものという思いでおります。 

最後に、在園中に療育に通われていた卒園児のお母さんからのメッセージをここに紹介しま

す。学校での様子を知らせにふらっと寄ってくださった時のことです。「先生、あの時、療育に

通うことに最初は抵抗があったけど、行ってよかったとつくづく思うわ。だって、あの子変わっ

たもん。なんか自信がついたっていうか。」 私は、そう話されるお母さんが、変わられたと感

じました。                              （園長 宇野） 

まきしまひいらぎえんだより 
♦行事予定♦ 

今月の目標 

し ず く◆冬の気候を味わいながら、寒さの中でも元気に生活する。 

う み◆保育者や友達とふれあいながら、伝承遊びや冬ならではの遊びを楽しむ。 

そ ら◆身の回りの簡単なことや片付けなどの習慣が身につくようにする。 

    ◆冬の自然遊びやお正月遊びといったこの時期ならではの活動を楽しむ 

ちきゅう◆友達や保育者の話に興味を持って聞いたり、話したりする。 

      ◆寒さに負けず、戸外で体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

たいよう◆友達と思いや考えを伝え合いながら、表現することや言葉のやりとりを楽しむ。 

    ◆冬の自然事象やお正月の遊びに興味をもち、友達と一緒に遊ぶことを楽しむ。 

ぎ ん が◆思いや考えを豊かに表現しながら、友達と共に活動を進めていく楽しさを味わう。 

    ◆日本の伝承遊びに興味を持ち、友達と教え合ったり、競ったりして遊ぶことを楽しむ。 

   今月の歌    

し ず く「雪だるまのチャチャチャ」 

「コンコンクシャンのうた」 

う み「どうぶつたいそう１・２・３」 

「コンコンクシャンのうた」 

そ ら「お正月」 

「ぞうさんのぼうし」 

ちきゅう「ゆきのこぼうず」 

「幸せなら手をたたこう」 

たいよう「にんげんっていいな」 

「北風小僧の寒太郎」 

ぎ ん が「一番星のプレゼント」 

    「十二支のうた」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

  ２月の主な行事予定 

１７日（土）コスモス発表会 

1 がつ 

 

「夢は全部かなえられるわけじゃない。でも それでも思いを持って生きてきたかは大切」 ある講演会

で耳にし、忘れられないワードとして心に残りました。新しい年を迎え、それぞれに 1 年の目標など立て

ておられることと思います。何かに向かって、前向きに一歩を踏み出す勇気となる言葉だと思います。 

https://shingekai.jp/

